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研究成果の概要（和文）：　2011年3月11日の東日本大震災以後、科学者の社会的責任と科学コミュニケーショ
ンが重なり合う領域において、新たな問題が提起された。震災直後の専門家からの発信はユニークボイス（統一
見解）であるべきか、それとも時々刻々と変化する状況をできるだけ早く国民に伝えるべきかという問題であ
る。「ユニークボイス」ではなく「意見の分布」を公開する必要性の他、「科学者」の専門領域の違い、専門家
間の架橋と責任論の扱い、「市民」とひとくくりにすることの功罪（住んでいる地域の差、コミュニティの差、
個人差）などが今後の助言の課題として得られた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to investigate the way of scientific advise in the 
context of responsibility of scientists. Especially, how to do information disclosure by experts 
under the “uncertainty”like Fukushima Disaster.
Which is responsible behavior as scientists: to disclose only one action guideline or to disclose 
alternatives which enhance the individual decision making by citizens? The results of this study 
includes: importance of focusing on distribution of opinions by experts not only focusing on "unique
 voice", the difference according to the discipline, relationship between bridging experts and 
responsibility, and importance of consideration of variety of citizens who receive advise.

研究分野： 科学技術社会論
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１．研究開始当初の背景 
 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災以後、科
学者の社会的責任と科学コミュニケーショ
ンが重なり合う領域において、新たな問題が
提起された。震災直後の専門家からの発信は
ユニークボイス（統一見解）であるべきか、
それとも時々刻々と変化する状況をできる
だけ早く国民に伝えるべきかという問題で
ある。日本学術会議は「専門家として統一見
解を出すように」という声明を出したが、こ
れは unique、あるいは unified と訳される。
Organized であることは、ただ１つに定まる
知識（unique）とは異なる。異なる見解を統
一（unified）することとも異なる。日本政府
および日本の専門家は、時々刻々と状況が変
化する原子力発電所事故の安全性に関する
事実を１つに定めること、統一することに重
きをおき、Organized な知識（幅があっても
偏りのない、安全側にのみ偏っているのでは
ない知識）を発信することができなかった。
この点は、国際会議（国際科学技術社会論学
会と米国科学史学会と技術史学会の合同プ
レナリー、クリーブランド、2011 年 11 月 3
日）で米国の研究者から「日本政府は
Dis-organized Knowledge を出しつづけた」
と説明された。それでは Organized な知識あ
るいは助言とは何だろうか。研究開始当初は、
このように専門家の助言のありかたが問わ
れている状況であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、科学による社会への助言
（科学の応答責任）が、ユニークボイス（統
一見解）にむかって構築されてきた背景を追
い、国際比較を通してユニークボイスにこだ
わる日本の傾向が特異なものであるのか一
般的なものであるのかを考察することであ
る。科学者の社会的責任の現代的課題は、
（１）科学者共同体内部を律する責任、（２）
製造物責任、（３）市民の問いかけへの応答
責任の３つに分けることができるが、科学に
よる社会への助言はこのうち３つめの応答
責任に関係する。現代の助言は、結果が確実
に予測できないような状況で何らかの意思
決定をしなくてはならない場面の助言が増
えてきており、そのような場面での助言のあ
りかた、応答責任の果たし方について国際比
較をもとに分析、考察する。 
 
３．研究の方法 
１）日本における助言のありかたに関する参
加型観察 
２）文献レビュー 
３）海外の研究者へのインタビュー 
 
４．研究成果 
 まず、日本における助言のありかたの現状
について、日本学術会議の２つの分科会「東
日本大震災後の科学と社会の関係を考える」
分科会および「科学者からの自律的な科学情

報の発信のあり方検討委員会」課題別委員会
における議論の状況の参加型観察をおこな
った。どちらの委員会でも「ユニークボイス」
にこだわるあまり情報発信が遅れることへ
の懸念が表明され、何等かの対策が模索され
ていることが示唆された。とくに後者の委員
会では、ユニークボイスではなく、「意見の
分布」が公開される必要性が吟味され、その
内実について検討された。具体的には、意見
の分布を考える際、社会がとるべき選択肢の
分布を示すときに、１）生のデータ、２）デ
ータの解釈、３）データを基礎とした選択肢
の決定、４）選択肢の提示、５）選択肢のな
かの選択に対する専門家の意見の分布、など
の階層性が詳しく吟味された。 
 次に各国の助言のありかたのレビューを
行うとともに、2015 年 10-11 月に長崎で開催
された第 61 回パグウォッシュ会議 WG8（科学
者の社会的責任）のセッションで上記の問題
的を行い、米国、イギリス、オランダの意見
を得た。各国ともに災害時に「ユニークボイ
ス」にこだわる傾向があること、情報のオー
プンネスと閉鎖性の選択に関しては、とくに
非常時（軍事関係をふくむ）に難しい問題を
孕むことが示唆された。 
 さらに、科学技術社会論の国際会議で東日
本大震災における科学者の社会的責任をめ
ぐる言説を紹介し、日本において「市民を安
心させることが科学者の責任か」「行動指針
となるただひとつの答えをよいするのが科
学者の責任か、それともいくつかの選択肢を
示して国民に選んでもらうのが責任か」につ
いての議論を紹介した。その結果、「科学者」
とひとくくりにするが、その中にいくつもの
専門領域があるはずなのでそれらをどう扱
うのか、専門家間の架橋と責任論をどう扱う
か、「市民」とひとくくりにすることの功罪
（住んでいる地域の差、コミュニティの差、
個人差）などの課題を得た。 
 福島県立医大とIAEAの合同国際会議では、
東日本大震災後の医師と福島県民のコミュ
ニケ―ションにおいて、社会心理学における
主要価値理論（SVS 理論）を応用した発表を
おこなった。「上位目標」が共有されている
場合とそうでない場合とで健康に関するコ
ミュニケーションがうまくいくかが異なる
こと、医師―患者関係においては上位目標
（病気を治す、生活の質の向上）が共有され
ているのに対し、低レベル放射線健康影響調
査の医師―市民関係ではそのような上位目
標が共有されることが少なく、共有される所
要価値が異なる傾向があり、それが不信のも
とになっている傾向が示唆された。これら主
要価値理論の応用は、科学による社会への助
言を行う際（つまり科学の応答責任を果たす
際）、市民のもつ上位目標は、科学者や行政
のもつ上位目標と一致しているのだろうか、
という問いにつながる。つまり、助言を受け
る側と助言を行う側との間の「上位目標」の
検討の必要性が示唆された。 



 なお、本研究の成果をもとに、東京大学に
おける後期教養教育（専門を学び始めてから
の教養教育）のテーマの１つとして、『学問
は社会に責任を負わねばならないか』を設定
し、本研究の成果を問題提起文のなかにおさ
めた（石井、藤垣、大人になるためのリベラ
ルアーツ：思考演習１５題、2015 年）この教
材を用いた学生の討論は非常な盛り上がり
を見せた。いずれ研究者の卵になる学生が
「科学者の社会的責任」や「助言」について
考えることは、今後の日本社会を考えるうえ
で有効と思われる。 
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